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有識者の方々からご意見をお聴きしました。

川崎市の新たな総合計画づくりの
取り組みの状況について、
定期的にお知らせします。

第6回有識者会議
日時：平成27年7月10日（金）18:00～20:00
会場：川崎市役所 第4庁舎 第3会議室

★有識者会議

・ 総合計画の素案策定資料について
テーマ

涌井委員、出石委員、垣内委員、中井委員、平尾委員
出席委員

新たな総合計画策定のため、専門的な知識を持つ有識者
の方々からご意見をいただくことを目的として、「第6回有識者
会議」を開催しました。

委員と市長による意見交換の様子

まず、事務局より、新たな総合計画の素案のたたき台である策定資料と有識者会

議のこれまでの意見がどのように反映されたか説明がありました。素案全体の印象・評

価については、これまでの川崎市の発展を反映して、歴代の総合計画の熟度は順次

あがってきており、有識者会議、市民検討会議から出た多くの意見を反映しながら、

図表等でわかりやすくまとめられていることが評価されました。また、総合計画の冒頭に

市民や有識者などが様々な対流を起こしながら市民視点で策定したチャレンジングな

計画であり、その策定プロセスをきちんと示すべきであるとの指摘がありました。

指標の設定については、実感指標と成果指標との相関についてのチェックや、実感

指標の目標値として全政令市中の最高値・平均値を目指すものがあるが、平均値を

めざすとしたものが、果たしてそれでいいのか、川崎のめざす方向を明確にしながら、調

整すべきとの意見が出されました。計画の構成については、計画書として、将来を見

据えて乗り越えなければならない課題と政策が対応しているかどうかチェックしてほしい

という意見や、区計画や市民からのメッセージが、素案全体の中で唐突感があるので、

章と章とをつなぐ工夫が必要などの意見が出されました。

涌井座長

福田紀彦市長

垣内委員

さらに、 「最幸のまち かわさき」を目指す上で、新しい

産業の育成のため、起業家の育成支援が必要であるこ

とや、文化・芸術はイノベーションを生み出すためのインフ

ラの１つであるなど、個別分野への指摘もありました。

今後、川崎市が目指すべき方向性については、多摩

川、生田緑地、ミュージアムなどを活かしながら、みんな

が幸せになれる川崎市を目指してほしい、成熟社会を

迎えた日本をリードするモデル都市としてさらに躍進して

ほしい、といった意見が出されました。

平尾委員

中井委員

出石副座長
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皆さんのご意見をお聴かせください。
市のホームページで市民の皆さんからのご意見をお聴きしています。
（http://www.city.kawasaki.jp/200/page/0000059368.html）

★市民検討会議 全体会

総合計画の最新情報をチェック

新たな総合計画策定のため、市民検討会議委員による議
論を行う「市民検討会議 第5回全体会」を開催しました。

市民の皆さんによる話し合いが行われました。
市民検討会議 第5回全体会
日時：平成27年7月12日（日）9:30～12:15
会場：川崎市役所 第3庁舎 15階会議室

市民検討会議 第5回全体会の流れ

・ 第5回有識者会議について
・ 新たな総合計画素案（策定資料）について

コーディネーター 礒崎初仁教授（中央大学法学部）
市民検討会議委員 21名

出席者

冒頭福田市長から、長期間にわたる熱心な議論の結果、新た
な総合計画素案に「市民から市民へのメッセージ」ほか、多くの意
見をいただいたことに対して、各市民検討会議委員に謝意が表
されました。

まず、市民検討会議委員が参加した第5回有識者会議の報
告では、事務局及び礒崎コーディネーターより全体報告が行われ
た後、各テーマの代表として会議に参加した委員が、会議の報
告や感想などを発表しました。この中では、地域コミュニティの課
題について共有でき、有識者との意見交換でアイディアが浮かん
だことから、今後もこのような交流の場を望むなどの意見がありま
した。

続いて、新たな総合計画素案について、事務局から説明があり、
意見交換を行いました。計画策定後の実施状況のフォローアップ
や、市民の生活実感にあった指標の設定・意識調査、財源確
保などについて指摘がありました。

市民検討委員による議論の様子

最後に、全体を振り返って、①総合計画素案についての意
見、②今後策定される実施計画や市政運営についての意見
や提案、③市民検討会議に参加しての感想の3点について、
各委員から発言がありました。

総合計画素案については、評価と実施による計画の進行管
理や、共助・互助の重要性が指摘されました。また、実施計画
や市政運営については、公助・共助の大切さを実感した、市民
参加の機会を広げることで新しいアイディアが生まれる、情報発
信をして市民を巻き込んでいく必要がある、市民が満足できる
サービスを迅速に行うことが重要だ、といった意見が出されました。
そして、この会議に参加した感想として、無作為抽出での参加
で多様な意見が聞けた、まちづくりが身近になる可能性を感じ
た、市民一人ひとりが主役という原点を気づかせてもらった、小
中学生や高校生、高齢者などの意見を聴くことも大切だ、と
いった意見が聞かれました。


